


















































































































































































項目 細目 補助教材・参考資料 期
音素材 ◆楽音と噪音 ◆倍音と音色（声・楽器） ?徳丸吉彦「「音」をめぐって」 前期
音組織
(音律・
音階論)
◆十二律（唐代中国→日本）◆三分損益法
と七声 ◆均と調 ◆日本雅楽の諸調子
◆律呂の展開と「嬰」の誕生 ◆上原六四
郎「陽旋・陰旋」◆小泉式「テトラコルド」
理論
?塚原康子「一般的用語」、?「理論と記譜法
―音階―」、?遠藤徹「雅楽―楽理：音律・調
子―」、?徳丸吉彦「音律の問題」、?「能の
音楽構造概観」「ヨワ吟・ツヨ吟」
前期
リズムと
楽式
◆有拍と無拍―追分様式と八木節様式―
◆雅楽のリズム構造（早・延、拍子の定義）
◆序破急（雅楽の楽式、声明の曲種、能の
舞など）◆不即不離の奏法（アシライなど）
◆能の謡と囃子（八拍子、拍子合/拍子不合、
呂中干形式） ◆箏曲の拍子と楽式
?塚原康子「一般的用語」、?「理論と記譜法
―リズムと楽式」、?遠藤徹「雅楽―楽理：リ
ズム―」、?徳丸吉彦「リズムと時間構造」「「唱
歌」の世界」、?金春惣右衞門「楽器の音色と
基本の手組ミ」、?「能の音楽構造概観」「地
拍子」
後期
記譜法 ◆唱歌と記譜法（雅楽譜）◆声明の博士 ?「理論と記譜法―記譜法―」、?徳丸吉彦
「「唱歌」の世界」
後期
※教科書および補助教材の①②と???は、本稿33頁に同じ。
※教育実習生の場合、自分の専攻楽器の理論（例えば、箏曲であれば俗箏の調弦や演奏技法など）を担当させて
いる。
３）研究発表
最後に、２年生の音楽理論の授業の一貫として実施している、生徒による研究発表について報
告する。これは、前任教員の方法を踏襲したもので、本稿Ⅱで記した授業のねらいの３に該当す
る。テーマの設定は専門に関することであれば自由で、原則として各自レジュメを作成し、約15
分で口頭発表（実演を加えることも可）を行うことにしている。例年、どの生徒も高い意欲を持っ
て取り組んでおり、邦楽科の生徒だけで聴くのは勿体ないほど熱の入った発表がなされている。
演奏技法や曲の解釈に関する発表も多く、音楽理論というよりはむしろ「演奏研究」に近い内容
である。以下、これまでなされた発表の題目（副題は筆者が補足）を記す。
◇「山田流箏曲について」―歴史・流派の特色―
◇「尺八の奏法について」―諸井誠?竹籟五章>を中心に―
◇「生田流箏曲の代表的な奏法」―吉澤検校?春の曲>を中心に―
◇「演奏家の芸名について」―長唄名演奏家の系譜―
◇「滋賀県に由来する邦楽曲」―山田流箏曲?近江八景>・長唄?竹生島>の歌詞の考察―
◇「長唄研精会の?神田祭>」―曲の由来・祭の情景描写と音楽的特色―
◇「太鼓について」―能の太鼓との比較（鼓胴の違い、調緒の上げ方の特色など）―
◇「生田流箏曲?秋の曲>」―曲種・調絃・歌詞の現代語訳と聴きどころ―
おわりに
以上、筆者がここ３年ほど担当した本校の邦楽専攻生のための日本音楽史と理論の授業につい
ての現状を報告した。授業の配分や学習の到達度など、改善すべき課題は山積しているが、この
ように現況を示して周知を促すことで他教科との連携の可能性が拓かれ、より充実した学習環境
に一歩でも近づくことができれば幸いである。
いまだ「マイノリティ」である邦楽専攻生に期待しているのは、彼らがよく知る邦楽の魅力を、
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邦楽専攻生のための日本音楽史と理論
多くの同世代ないし次世代の人へ誇りを持って伝えてほしいということである。そのためには、
伝統音楽の継承者としての高い技量を保持するのはもちろん、専門とする種目の音楽史上の位置
づけや音楽構造を理解して演奏に反映させること、さらに演奏会のプログラムノートの執筆や伝
統音楽の普及活動などを目指すならば、自分の言葉でもって表現する能力も併せて身につけてお
く必要があるだろう。いま、邦楽界の第一線で活躍している演奏家の方々は、長年にわたってこ
れらの研鑽を積み重ね、礎を築いてこられたものと思う。一足早く専門の入り口に立った高校生
の彼らには、そうした将来を見据えて日々の学習に取り組んでほしいと願っている。
注
?『東京芸術大学音楽学部 平成25年度履修便覧』、pp. 44-49。さらに、「日本の伝統的な歌唱」（長
唄・清元・常磐津・謡：観世流╱宝生流など）や「和楽器の実技」の習得が、西洋音楽の専攻生
にも義務づけられている。
?文部科学省URL「新学習指導要領・生きる力―高等学校学習指導要領」。http://www.mext.go.
jp/a menu/shotou/new-cs/youryou/1304427.htm
?『国立劇場芸能鑑賞講座 日本の音楽?歴史と理論>』、p. 66。
?例えば序破急の差を確認する場合、笛の呂中干形式を唱歌とともに聴いてから、序ノ舞、中ノ
舞、破ノ舞を比較する。また、能?道成寺>であれば、乱拍子におけるシテと囃子のせめぎ合い
や、乱拍子から急ノ舞へと移る静から動への展開の部分に着目して、録画資料を視聴している。
?『横道萬里雄の能楽講義ノート【謡編】』、p. 56。本書は、芸大の教授であった故横道萬里雄氏の
講義（1983年）の録音テープに基づき、2006～09年まで雑誌『観世』に連載されたものを改訂・
再構成している。CDも添付されており、本校生徒にも「とてもわかりやすい」と好評である。明
快で活気のある当時の講義の様子が伝わってくる好著である。
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